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〔教育研究上の目的〕

英語で行われる教養教育を通じ，比較文化・社会科学・国際経営経済の各専門分野の科目を隣接領域と有機的に関連さ

せつつ学ぶことで，高度な語学力，多文化対応発信能力，及び柔軟な思考力を養うこと。また，学際的な研究を通じてグ

ローバル社会の理解と問題解決に寄与すること

〔人材養成の目的〕

十分な国際感覚，言語運用能力，及び柔軟な思考力を養い，グローバル化に対応し多様な文化間の架け橋として活躍で

きる人材を養成すること

〔ディプロマ・ポリシー〕

本学部は，学生が卒業時に身につけているべき能力や知識を次のように定めています。卒業要件を満たせば，これらを

身につけた者と認め，学位を授与します。

包括的かつ学際的な教養と，英語により思考しコミュニケーションを行なうことのできる高度な英語力

高度に専門的な視点と一般的な幅広い視点の両方をもって特定の問題にアプローチする知的能力

多文化的環境に自らとけこみ，多様かつ重要な社会文化的問題のより良き理解に貢献する共同的活動に従事する能力

〔カリキュラム・ポリシー〕

本学科では，ディプロマ・ポリシーに沿って，次の趣旨を盛り込んだ科目によってカリキュラムを編成しています。

コア・プログラムでは，英語を用いて文献を解読し，批判的に思考し，さらに発表・議論ができる基礎的な能力を修得

させる。

学部独自のディストリビューション科目群は，領域横断的な入門的教養科目群であり，「社会と文化」「文化的伝統」「政

治と経済」という三つのカテゴリーに分けられています。学生は，その三分野から広く受講することで，世界の多様な

社会の仕組みや文化的価値・歴史に触れ，視野を広げるとともに，専攻分野に進むための基盤を形づくる。

比較文化，国際経営・経済，社会科学という三つの専攻分野では，基礎的なものから専門性の高い科目まで体系的にカ

リキュラムが構成され，学生個々の関心にしたがってそれぞれの分野の知識を深く追求できます。また，同時に隣接領

域の科目も履修することで，はば広く柔軟な視点を身につけることができる。

＊国際教養学部のカリキュラムについては， 「

」を参照
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